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皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
川
上
で

ご
ざ
い
ま
す
。
主
催
者
を
代
表

い
た
し
ま
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー

の
事
業
運
営
に
一
方
な
ら
ぬ
ご

厚
情
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
、
設
立

20
周
年
記
念
式
典
を
開
催
で
き

ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
は
平
成

３
年
に
鉾
田
町
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
発
足

し
、
初
代
理
事
長
及

び
副
理
事
長
、
そ
の

他
役
員
の
方
々
を
中

心
と
し
て
組
織
化
が

図
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
平
成
８
年
に

社
団
法
人
化
、
平

成
17
年
に
は
３
町
村

の
合
併
、
平
成
25
年

に
公
益
社
団
法
人
と

な
り
、
現
在
の
鉾
田

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
し
て
運
営
が
引
き
継

が
れ
て
参
り
ま
し
た
。
歴
代
の

理
事
長
を
始
め
と
し
、
役
員
の

方
々
の
ご
苦
労
な
し
に
は
、
こ

の
佳
き
日
を
迎
え
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
歴
史
を
歩
み
な

が
ら
、
現
在
、
当
セ
ン
タ
ー
で

は
様
々
な
事
業
を
展
開
す
る
ま

で
に
発
展
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
設
立
当
初
か
ら
の

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
歩

み
を
つ
づ
り
ま
し
た
記
念
誌
を

作
成
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
20

年
の
活
動
が
深
く
刻
ま
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
拝
読
頂
け
ま

す
と
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

事
業
の
目
的
の
１
つ
で
あ
る

「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」
を
進

め
て
い
く
た
め
に
、
地
域
班
を

設
置
し
、
会
員
同
士
の
交
流
や

情
報
の
共
有
を
図
る
べ
く
、
連

携
を
強
化
し
、
会
員
の
組
織
力

向
上
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
世
代
は
心

身
の
健
康
維
持
も
個
々
の
課
題

で
も
あ
り
ま
す
。
健
康
寿
命
の

延
伸
に
向
け
て
も
、
こ
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動

は
よ
り
効
果
の
あ
る
も
の
と
考

え
ま
す
。
今
後
も
、
知
恵
と
経

験
を
フ
ル
に
活
用
し
、
い
き
が

い
を
感
じ
な
が
ら
、
生
涯
現
役

を
掲
げ
、
多
く
の
会
員
と
共
に

活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
記
念

式
典
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
ま

し
て
、
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

昨
年
よ
り
準
備
を
進
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
実
行
委
員
の
皆
様

方
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
も
当
セ
ン

タ
ー
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
29
年
６
月
24
日
に
、
鉾

田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

設
立
20
周
年
記
念
式
典
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
開
式
の
辞
に
始

ま
り
、
理
事
長
鬼
沢
保
平
氏
、

式
典
実
行
委
員
長
川
上
功
氏
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
役
員
表
彰
者

１
名
、
特
別
表
彰
者
７
名
の
方

が
理
事
長
よ
り
感
謝
状
を
授
与

さ
れ
、
鉾
田
市
議
会
代
表
、
茨

城
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
等
来
賓
の
皆
様
の
ご
祝

辞
や
ご
臨
席
を
賜
り
、
鹿
行
ブ

ロ
ッ
ク
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
等
か
ら
祝
電
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

一
口
に
20
周
年
と
申
し
ま
す

が
、
長
い
年
月
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

設
立
当
初
は
、
数
10
名
で
出

発
の
事
と
思
い
ま
す
。
現
在
は

300
余
名
の
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

記
念
式
典
は
大
勢
の
会
員
出
席

の
元
で
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し

た
事
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

私
達
も
大
変
喜
ば
し
い
事
で
す
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
２
部
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
際
し
ま
し
て
も
、
歌

手
み
ち
乃
く
兄
弟
を
迎
え
て
唄

と
ト
ー
ク
と
三
味
線
で
１
時
間

余
の
時
を
賑
や
か
に
楽
し
く
終

わ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

明
日
か
ら
ま
た
次
の
30
周
年

に
向
か
っ
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
盛
り
上
げ
、
健
康
と

作
業
事
故
に
留
意
し
頑
張
っ
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

設

立

20

周

年

記

念

式

典

開

催

川　上　　　功

加　瀬　光　治

設
立
20
周
年
記
念
式
典

鉾
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

設
立
20
周
年
記
念
式
典
を
期
し
て
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平成28年度　決算の概要と事項別割合
収　入

科　　　目 予　算　額 決　算　額
受 託 事 業 収 益 159,000,000 114,613,414
施 設 の 管 理 業 務
事 業 収 益 3,040,000 3,062,968

労働者派遣事業等
受 託 収 益 3,051,000 3,758,977

受 取 会 費 812,000 676,000
受 取 補 助 金 等 18,959,000 18,959,000
特 定 資 産 運 用 益 4,000 724,236
雑 　 収 　 益 6,000 11,325
経 常 収 益 計 184,872,000 141,805,920
経 常 外 収 益 計 0 0

支　出
科　　　目 予　算　額 決　算　額

事 業 費 180,057,042 136,975,532

管 理 費 8,220,958 7,572,103

経 常 費 用 計 188,278,000 144,547,635

当 期 経 常 増 減 額 △ 3,406,000 △ 2,741,715

経 常 外 費 用 計 0 1

当期経常外増減額 0 △ 1
一 般 正 味 財 産
期 首 残 高 14,174,623 14,174,623

一 般 正 味 財 産
期 末 残 高 10,768,623 11,432,907

（単位：円） （単位：円）

経常費用計
144,547,635 円

事業費
95%

管理費
5%

経常収益計
141,805,920 円

受託事業収益
81%

受取補助金等
13%

その他の収入
6%

平
成
29
年
度 

事
業
実
施
計
画

◎
技
術
者
養
成
研
修
会
（
鉾
田
Ｓ
Ｃ
単
独
事
業
）

　

・
グ
リ
ー
ン
管
理
講
習
会

　
　
　

９
月
６
日（
水
）～
７
日（
木
）

　
　
　
　

予
備
日　

９
月
８
日（
金
）…
…
…
２
日
間

　

・
刈
払
講
習
会

　
　
　

９
月
14
日
（
木
）

　
　
　
　

予
備
日　

９
月
15
日（
金
）…
…
…
１
日
間

　

・
室
内
装
飾
講
習
会

　
　
　

10
月
13
日（
金
）…
…
…
…
…
…
…
…
１
日
間

◎
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
　
　

９
月
20
日（
水
）…
…
…
…
…
…
…
…
１
日
間

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

・
環
境
美
化
（
新
鉾
田
駅
周
辺
等
）

　
　
　

７
月
13
日（
木
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
時

　
　
　

11
月
14
日（
火
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
時

　
　
　
　

予
備
日　

11
月
15
日（
水
）

　

・
門
松
（
鉾
田
市
役
所
外
５
箇
所
）

　
　
　

設
置　

12
月
７
日（
木
）～
８
日
（
金
）…
９
時

　
　
　

撤
去　

１
月
12
日（
金
）…
…
…
…
…
…
９
時

　

・
普
及
啓
発

　
　
　

鉾
田
う
ま
か
っ
ぺ
フ
ェ
ス
タ
外　

　
　
　

10
月
８
日（
日
）～
９
日
（
月
）

◎
交
通
安
全
な
が
い
き
教
室

　
　
　

２
月
９
日（
金
）
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平成29年１月～６月会員登録者
（２月）

会員番号 氏　　名 地　区
１４１２ 磯　山　俊　秀 鉾　田
１４１３ 江　尻　美智子 大　洋

（４月）
会員番号 氏　　名 地　区
１４１４ 宍　戸　綾　子 鉾　田
１４１５ 荒　木　正　勝 鉾　田
１４１６ 井　川　正　男 鉾　田
１４１７ 阿　部　義　信 大　洋
１４１８ 藤　井　洋　子 大　洋
１４１９ 豊　川　驍　男 大　洋

（５月）
会員番号 氏　　名 地　区
１４２０ 堀　田　　　茂 鉾　田
１４２１ 中　村　宗　廣 鉾　田
１４２２ 伊勢嶋　　　衛 鉾　田
１４２３ 山　田　てつえ 鉾　田
１４２４ 廣　内　修　夫 鉾　田
１４２５ 栗　山　俱　禎 大　洋
１４２６ 渡　邉　　　強 大　洋
１４２７ 川　本　節　子 大　洋

（６月）
会員番号 氏　　名 地　区
１４２８ 山　本　憲　雄 鉾　田
１４２９ 稲　葉　信　正 鉾　田
１４３０ 石　崎　　　章 鉾　田
１４３１ 小　林　信　行 鉾　田
１４３２ 服　部　復　一 鉾　田
１４３３ 平　沼　静　江 旭

新 会 員 紹 介＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

役 員 名 簿

部会・委員会名簿
総務部会

部 会 職 名 役　職　名 氏　　　名
部　会　長 理　事　長 鬼　沢　保　平
部　会　員 理　　　事 井　川　茂　樹
部　会　員 理　　　事 石　﨑　逸　代
部　会　員 常 務 理 事 杉　山　　　隆

広報部会
部 会 職 名 役　職　名 氏　　　名
部　会　長 理　　　事 山　本　たい子
部　会　員 会　　　員 川　島　清　巳
部　会　員 会　　　員 木　村　　　徹

事業部会
部 会 職 名 役　職　名 氏　　　名
部　会　員 副 理 事 長 東　峰　義　雄
部　会　員 理　　　事 杉　本　英　代
部　会　員 理　　　事 田　山　博　行
部　会　員 理　　　事 篠　原　幸　男

安全衛生委員会
委 員 会 職 名 役　職　名 氏　　　名

委　員　長 理　　　事 米　川　節　男
委　　　員 会　　　員 石　井　清　司
委　　　員 会　　　員 池　田　実　徳
委　　　員 会　　　員 川　上　　　功
安全推進員 職　　　員 坂　本　幹　彦

役　職　名 氏　　　名 役　職　名 氏　　　名 役　職　名 氏　　　名
理　事　長 鬼　沢　保　平 理　　　事 杉　本　英　代 理　　　事 篠　原　幸　男
副 理 事 長 東　峰　義　雄 理　　　事 山　本　たい子 常 務 理 事 杉　山　　　隆
理　　　事 井　川　茂　樹 理　　　事 田　山　博　行 監　　　事 坂　場　信　夫
理　　　事 石　﨑　逸　代 理　　　事 米　川　節　男 監　　　事 寺　西　照　雄
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去
る
２
月
10
日
『
交
通
安
全
な
が
い

き
教
室
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鉾
田
警
察
署
交
通
課
長
（
大
滝
警

部
）、
茨
城
県
警
察
本
部
交
通
総
務
課

（
石
井
講
師
・
山
田
講
師
）に
よ
る『
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
』
及
び
鉾
田
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
才
川
技
査
）

の
『
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
』
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
事
故
防
止
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
の
年
齢
に
よ
る
反
射
神
経
の
衰

え
の
観
点
か
ら
、
測
定
機
器
を
使
用
し

て
実
践
し
な
が
ら
受
講
者
の
自
覚
を
促

す
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
加
齢
に
伴
い
、
人
間
の
視
野

が
意
外
と
狭
く
な
る
実
態
を
パ
ト
ロ
ー

ル
カ
ー
の
運
転
席
に
乗
り
実
体
験
し
ま

し
た
。
車
線
変
更
時
、
左
折
時
の
巻
き

込
み
、
右
左
折
時
の
横
断
歩
道
、
駐
車

場
な
ど
で
の
バ
ッ
ク
時
等
、
積
極
的
に

観
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
才
川
技

査
の
指
導
の
も
と
、
認
知
症
予
防
に
な

る
脳
ト
レ
を
受
講
者
全
員
で
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
し
た
が
、
思
う
よ
う
に
は
出
来
ず
、

普
段
の
訓
練
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
を

痛
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
切
実
な
問
題

で
あ
る
介
護
保
険
の
申
請
方
法
・
手
続

き
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ご
教
示
し
て

い
た
だ
い
た
点
等
、
有
意
義
な
講
演
で

し
た
。

　

全
体
を
通
し
て
『
交
通
安
全
』『
健

康
づ
く
り
』に
つ
い
て
、高
齢
者
に
マ
ッ

チ
し
た
ポ
イ
ン
ト
を
つ
い
た
ご
指
導
に

対
し
て
感
謝
と
今
後
も
定
期
的
な
講
習

会
の
実
施
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

７
月
13
日
に
、
新
鉾
田
駅
周
辺
に
お

い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
会
員
、
事
務
局
あ
わ
せ
て
76

名
が
参
加
し
、
猛
暑
の
中
で
の
剪
定
・

草
刈
・
ゴ
ミ
拾
い
作
業
と
な
り
ま
し
た

が
、
皆
様
一
生
懸
命
作
業
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
な
が
い
き

教
室
に
参
加
し
て木　村　　徹

新
鉾
田
駅
周
辺

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
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私
は
、
平
成
４
年
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
現
在
に
至
る
ま

で
25
年
間
経
験
い
た
し
ま
し
た
。

　

事
業
部
会
、
色
々
な
知
識
の
シ
ニ
ア

ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
第
Ⅱ
種
、
拠
点
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
開
講
の
技
能
講

習
、
グ
リ
ー
ン
管
理
（
動
力
器
機
の
）

知
識
・
操
作
点
検
・
整
備
・
修
理
（
座

学
）
実
技
な
ど
５
日
間
受
講
し
修
了
し

ま
し
た
。

　

平
成
８
年
に
社
団
法
人
化
さ
れ
設
立

10
周
年
記
念
式
典
の
実
行
委
員
長
な
ど

を
務
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
ま
た
、
本
年
度
に
設
立
20
周

年
記
念
式
典
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
特
別

表
彰
を
頂
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

感
謝
の
気
持
ち
で
25
年
間
楽
し
く
勤

め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様

に
は
、
ご
健
勝
で
益
々
の
発
展
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。

　

前
日
の
定
時
総
会
、
20
周
年
記
念
式

典
の
余
韻
を
残
し
な
が
ら
千
葉
県
内
房

へ
の
日
帰
り
ツ
ア
ー
出
発

　

小
雨
の
降
る
中
、
は
ち
み
つ
工
房
で

の
天
然
の
蜂
蜜
の
試
食
を
し
各
自
お
気

に
入
り
の
蜂
蜜
を
購
入
し
、
東
京
湾
観

音
へ
と
向
か
う
。

　

霧
の
よ
う
な
小
雨
の
中
東
京
湾
観
音

参
拝
？
希
望
者
だ
け
観
音
様
の
中
へ

〝
５
名
〟
の
み
、
他
の
人
達
は
売
店
の

窓
か
ら
霞
ん
だ
東
京
湾
を
眺
め
な
が
ら

買
い
物
を
し
て
過
ご
し
次
の
目
的
地
、

昼
食
の
金
谷
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
へ
と
向
か

う
。

　

海
の
幸
の
定
食
を
食
べ
な
が
ら
団
ら

ん
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
出
発
ま
で
の
時

間
、
お
の
お
の
休
憩
を
と
っ
た
り
買
い

物
を
楽
し
み
、
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
海
ほ
た

る
Ｐ
Ａ
へ
直
行

　

悪
天
候
に
も
拘
ら
ず
渋
滞
の
駐
車
場
、

で
も
団
体
用
駐
車
場
は
若
干
の
余
裕
が

見
受
け
ら
れ
た
。
５
階
屋
上
の
展
望
台

ま
で
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
長
い
こ
と
、

疲
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、日
本
の
建
設
技
術
の

偉
大
さ
に
一
目
を
置
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　

屋
上
に
て
み
ん
な
で
記
念
撮
影
、
各

自
散
会
お
土
産
を
買
い
に
売
店
へ
、
そ

し
て
鉾
田
へ
と
。
車
中
で
は
往
復
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
と
カ
ラ
オ
ケ
で
和
気
あ
い
あ

い
と
過
ご
し
予
定
ど
お
り
帰
着
解
散
。

　

ま
た
逢
う
日
ま
で

川　島　清　巳

髙　﨑　貞　男

現
在
に
至
る
ま
で
の

25
年
間
の
思
い
出

ひ
ろ
ば

会
員
の

小
雨
の
親
睦

日
帰
り
ツ
ア
ー
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４
月
１
日
付
け
で
、
鉾
田
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
杉
山
隆
と
申
し
ま
す
。

　

高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
展
し
て
い

く
状
況
の
中
で
、
国
の
施
策
も
高
齢
者

就
労
の
重
要
性
を
掲
げ
て
お
り
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
向
け
ら
れ
る
期

待
は
一
層
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、「
自

主
、
自
立
、
共
働
、
共
助
」
の
基
本
理

念
の
も
と
、
事
業
発
展
に
向
け
て
努
力

し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
29
年
度
安
全
標
語

「
あ
ぶ
な
い
ぞ　

油
断
の
影
に　

ひ
そ
む
事
故
」

会
員
№

710 

加
瀬
光
治
氏

安
全
就
業
標
語

最
優
秀
作
品

「
時
と
場
所　

状
況
わ
き
ま
え　

安
全
運
転
」

会
員
№

1260
藤
田
三
男
氏

交
通
安
全
標
語

「
安
全
を　

心
に
誓
っ
て　

明
る
く
就
労
」

会
員
№

1020
石
井
清
司
氏

安
全
就
業
標
語

佳
　
　
作

「
安
全
は　

今
か
ら　

こ
こ
か
ら　

自
分
か
ら
」

会
員
№

1173
池
田
実
徳
氏

交
通
安
全
標
語

　

４
月
30
日
に
、
鉾
田
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
お
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
会
員

さ
ん
で
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
周
り
を
除

草
作
業
し
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

杉　山　　　隆

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
務
局
長
あ
い
さ
つ
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「
ふ
れ
あ
い
」
へ
の
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
協
力
の
中
で
、
広
報
部
会
は
、

よ
り
良
い
広
報
誌
を
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
暑
く
な
り
ま
す
。
体
に
気
を
つ
け
、
け
が
の

な
い
よ
う
に
。

広
報
部
会
員　
一
同

編
集
後
記

事務局からのお知らせ
平成29年２月から平成29年10月までの事業

シルバー人材センター事業運営状況

（６月3０日現在）⃝会員登録状況
　男203名　女 95名　計298名

⃝就業人員
　男 92名　女 56名　計148名

　男45.3％　女58.9％ 計49.7％
※一部派遣と重複しています

⃝就業率

⃝公共・民間別事業実績
7,352,545円

19,009,730円
534件

26,362,275円

公共…………
民間…………

⃝受注金額 …
⃝受注件数 …………

月 日 事　業　名
２月 １日 第４回事業部会

７日 入会説明会
８日 第11回安全衛生委員会
10日 交通安全ながいき教室
23日 地域班班長会議

３月 ７日 入会説明会
８日 剪定班班長会議
９日 設立20周年記念事業実行委員会
10日 第12回安全衛生委員会
27日 第４回理事会

４月 11日 入会説明会
12日 第１回安全衛生委員会

５月 9日 入会説明会
10日 第２回安全衛生委員会
11日 設立20周年記念事業実行委員会
12日 シルバー人材センター決算監査
24日 第１回理事会

６月 ５日 第１回事業部会
６日 入会説明会
７日 第３回安全衛生委員会
８日 第１回広報部会
24日 定時総会・設立20周年記念式典

月 日 事　業　名
７月 ７日 第４回安全衛生委員会

11日 入会説明会
13日 ボランティア活動
13日 第２回広報部会
18日 シルバードライバーセミナー
19日 第２回理事会

26～27日 県シ連　清掃スタッフ講習会

予 定
月 日 事　業　名

８月 ４日 第２回事業部会
８日 入会説明会
９日 第５回安全衛生委員会
24日 県シ連　接遇講習会

９月 ６～７日 グリーン管理講習会
12日 入会説明会
13日 第６回安全衛生委員会
14日 刈払講習会
20日 パソコン教室

10月 ８～９日 鉾田うまかっぺフェスタ
10日 入会説明会
11日 第７回安全衛生委員会
13日 室内装飾講習会

18～20日 県シ連　パソコン教室
26日 県シ連　刈払講習会

報 告

《 請 負 》
⃝就業人員
　男 52名　女 14名　計66名

　男25.6％　女14.7％ 計22.1％
※一部請負と重複しています

⃝就業率

⃝公共・民間別事業実績
9,831,041円
2,743,251円

37件
12,574,292円

公共…………
民間…………

⃝受注金額 …
⃝受注件数 ……………

《 派 遣 》
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